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高酸化活性・高選択性を併せ持つ二核鉄錯体触媒の開発 

同志社大学大学院理工学研究科 応用化学専攻 

小寺 政人 

 
空気中のO2や安価な酸化剤であるH2O2を用いて高効率高選択的に有機化合物を

酸化する酸化触媒の開発は、合成化学、工業化学、資源開発などの観点から重要で

ある。最近、日本近郊の海底資源として大量のメタンハイドレートが発見され、メ

タンを炭素資源として利用するための高性能酸化触媒の開発が注目されている。し

かし、メタンをメタノールに変換する化学プロセスは次の２つの理由から大変困難

である。（１）メタンの C-H 結合の bond dissociation energy (BDE)は全てのアルカン

中で最も高く、高い酸化力をもつ触媒の開発が必要である。（２）酸化生成物であ

るメタノールはメタンより容易に酸化されるため、過剰酸化が起こり易く、メタノ

ールとして取り出せない。これらの問題点を解決するには、高い酸化力と高い選択

性を併せ持つ酸化触媒の開発が必要である。 
選択的酸化を目指した従来の研究では、酸化活性種の反応性を低下させ、酸化さ

れやすい基質だけを酸化するという手法がとられてきた。このため、メタンのよう

に酸化されにくい基質を選択的にメタノールに酸化する触媒は全く報告されてい

ない。一方、自然界に目を向けると、メタン資化細菌に含まれるメタンモノオキシ

ゲナーゼ(sMMO)などのように、O2 を酸化剤として用いて酸化されにくい基質を効

率的に酸化する酵素が存在する。我々は、sMMO の構造と機能の関係の解明や高い

酸化力をもつ触媒の開発を目指し、高酸化活性二核鉄錯体の開発を試みてきた 1-3。

本講演では最近の研究の進展について報告する。 
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